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序

埋 蔵 文 化 財 の 保 護 。活 用 に つ き ま して は 、 日頃 よ り深 い ご理 解 を い た

だ き 、 厚 くお 礼 申 上 げ ま す 。

宮 崎 県 教 育 委 員 会 に お い て は 、 文 化 財 の 保 護 及 び 文 化 財 指 定 の た め の

調 査 や 、 土 木 等 の 諸 開 発 事 業 に 伴 う遺 跡 の 緊 急 発 掘 調 査 の 報 告 を 刊 行 し、

文 化 財 に 対 す る 理 解 を い た だ い てい る と こ ろ,で あ り ま す 。

こ の 度 は 、 平 成 7年 度 に お い て 行 つ た 県 内 の 遺 跡 の 調 査 概 要 に つ い て

集 録 して お り ま す 。

本 書 が 、 社 会 教 育 ・ 学 校 教 育 の 場 に お い て 広 く活 用 さ れ 、 あ わ せ て 学

術 研 究 上 の 資 料 と し て 役 立 つ こ と を期 待 い た し ま す 。

尚 、 調 査 に 関 して ご協 力 い た だ い た地 元 の 方 々 、 及 び 市 町 村 教 育 委 員

会 の 方 々 に 深 甚 の 謝 意 を 表 し ま す 。

平 成 9年 3月

宮 崎 県 教 育 委 員 会

教 育 長  田 原 直 廣



例   言

と この報 告 書 は、宮 崎 県教 育 委 員会 が主 体 とな って 、平 成 7年 度 に実 施 した
埋 蔵 文 化 財 発 掘調 査 の成 果 を収 録 した もの で あ る 。

2 掲 載 して い る遺 跡 一 覧 の 内容 は、平 成 8年 8月 に宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ
ー が編 集 発 行 した「 平 成 7年 度 埋蔵 文 化 財 発 掘 調 査 表 」 に基 づ いて転 記・ 編

集 した。

3 本 報告 書 の編 集 は 、宮 崎 県 教 育 庁 文 化 課 が行 った。
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